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今後の公認心理師試験のスケジュール（現時点の予定）
○ 受験希望者の便宜を図るため、下表のとおり、今後のスケジュール（予定）を⽰すこととした。
○ 第１回試験は、公認⼼理師法の施⾏時期との兼ね合いにより平成30年９⽉に実施したが、公認⼼理師カリ
キュラム等検討会における意⾒を踏まえ、法第７条第１号及び第２号（区分Ａ及びＢ）に該当する方が受験
できる最初の年（第７回試験（令和６年））には、他の医療・福祉系の国家資格と同様に、２月に試験を実
施し、３月の合格発表を経たうえで、４月から勤務できることとする。

試験実施予定年月 備考

第１回公認心理師試験
平成30年（2018年）９月

（追加試験は12月）
実施済み

第２回公認心理師試験 令和元年（2019年）８月 実施済み

第３回公認心理師試験 令和２年（2020年）６月頃
法附則第２条第１項第３号及び第４号（区分Ｅ及びＦ）に該当する方が受
験できる最初の年。
令和２年３月末までの修了（見込）者が受験可能となる予定。

第４回公認心理師試験 令和３年（2021年）５月頃

第５回公認心理師試験 令和４年（2022年）４月頃

法附則第２条第２項（区分G：いわゆる現任者）に該当する方が受験でき
る最後の年。
現任者講習会を受講した上で、特例措置が有効である令和４年９月14日
までに５年の実務経験を満たす見込みの方が受験可能となる予定。

第６回公認心理師試験 令和５年（2023年）３月頃

第７回公認心理師試験 令和６年（2024年）２月頃
法第７条第１号及び第２号（区分Ａ及びＢ）に該当する方が受験できる最
初の年。
令和６年３月末までの修了（見込）者が受験可能となる予定。
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４年制大学に
おいて施行規則
第１条で定める
科目を履修

公 認 心 理 師 資 格 （登録）

公 認 心 理 師 試 験

法第７条第１号※

大学院において
施行規則第２条で
定める科目を履修

４年制大学に
おいて施行規則
第１条で定める
科目を履修

施行規則第５条
で定める施設で
２年以上の実務

経験

法第７条第２号※

実務経験５年

講習の受講

法第７条第３号
特例措置

（法附則第２条
第１項第１号）

平成29年９月15日
より前に大学院に
おいて施行規則
附則第２条で定
める科目を履修

法第７条第１
号及び第２号
と同等以上の
知識及び技能
を有すると認
定された者

平成29年９月15日より前に、
４年制大学において施行規則
附則第３条で定める科目を

履修（又は履修中）

平成29年９月15日
以後に大学院に
おいて施行規則
第２条で定める
科目を履修

特例措置※
（法附則第２条第１項第３号

及び第４号）

特例措置※
（法附則第２条第２項）

施行規則第５条
で定める施設で
２年以上の実務

経験

※該当条文に基づく受験資格取得者には、施行規則で定める「準ずるもの」を含む。
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区
分
Ｃ
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分
Ｂ

平成29年９月15日
より前に大学院に入
学し平成29年９月
15日以後に施行規
則附則第２条で定
める科目を履修

特例措置
（法附則第２条
第１項第２号）

区
分
Ｄ
２

平成29年９月15日
以後５年間に限る。

公認心理師の資格取得方法について
参考
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